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当

課
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室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

担

当

課

（

室

）

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

目

次

完

了

【

規

則

】

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

岡

山

県

建

築

基

準

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

建

築

指

導

課

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

五

十

分

の

一

の

選

挙

管

理

委

員

会

す

る

規

則

数

及

び

三

分

の

一

の

数

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

収

納

代

理

金

融

機

関

の

指

定

の

一

部

改

正

会

計

課

（

県

例

規

集

登

載

）

○

特

定

施

設

の

設

置

及

び

構

造

等

変

更

の

許

可

申

環

境

管

理

課

請

○

救

急

病

院

の

認

定

医

療

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

に

係

る

事

項

の

変

更

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

の

同

意

を

求

め

る

た

め

の

水

産

課

届

出

及

び

指

定

漁

船

調

書

の

縦

覧

○

構

造

計

算

適

合

性

判

定

を

委

任

し

た

指

定

構

造

建

築

指

導

課

計

算

適

合

性

判

定

機

関

か

ら

の

変

更

の

届

出

【

公

告

】

○

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

耕

地

課

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

○

〃

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
三
号

岡
山
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
建
築
主
事
」
を
「
建
築
主
事
若
し
く
は
建
築
副
主
事
（
以
下
「
建
築
主
事
等
」

と
い
う

」
に
改
め
る
。

。
）

第
六
条
及
び
第
十
条
中
「
建
築
主
事
」
を
「
建
築
主
事
等
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
項
又
は
」
を
「
第
三
項
、
政
令
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
六
項
若

し
く
は
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
政
令
」
を
「
政
令
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
六
項
若
し

く
は
第
七
項
又
は
政
令
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
二
号

平
成
二
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
号
（
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

令
和
六
年
三
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
中
「
寄
附
金
」
の
下
に
「
、
一
般
旅
券
発
給
手
数
料
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
三
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
及
び
そ
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
し
、
及
び
そ
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
六
年
三
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

株
式
会
社
岡
山
村
田
製
作
所

7
7

住
所

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
元

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

畑
尾

直
哉

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
株
式
会
社
岡
山
村
田
製
作
所

7
7

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
元
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

65 65 65 65 65
種 類 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる

表面処理施設（Ｅ） 表面処理施設（Ｃ２） 表面処理施設（Ｃ２） 表面処理施設（Ａ） 表面処理施設（Ａ）

能 力 1.6㎥／日 0.5㎥／日 1.9㎥／日 0.6㎥／日 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間 － 着手後１週間 － 着手後１週間

使 用 開 始 予 定 年 月 日 完成後１週間 － 完成後１週間 － 完成後１週間

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 1.5 1.6 0.5 0.5 1.9 1.9 0.6 0.6
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 3.6 3～5 13.5未満 13.5未満
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 37 37 930 1,050 10未満 10 10未満 10
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 51 51 1,300 1,450 100未満 100 100未満 100

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 3 3 33 40 10未満 10 10未満 10

油 分（㎎／Ｌ） 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5 0.5未満 0.5 0.5未満 0.5
同左

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 43 43 520 580 1未満 1 1未満 1

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 31 31 0.02未満 0.02 0.1未満 0.1 0.1未満 0.1

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） 39 39 - - - - - -

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 5 5 - - - - - -

アンモニア、アンモニウム

17 17 - - 0.5未満 0.5 0.5未満 0.5化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

備考 １ 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
２ 65 酸又はアルカリによる表面処理施設（Ｅ）から排出される汚水等の一部は、産業廃棄物として処理委託される。
３ 65 酸又はアルカリによる表面処理施設（Ｃ２）から排出される汚水等は、産業廃棄物として処理委託される。
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

65 65 65 65
種 類 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる

表面処理施設（Ｂ） 表面処理施設（Ｂ） 表面処理施設（Ｃ１） 表面処理施設（Ｃ１）

能 力 0.6㎥／日 同左 0.6㎥／日 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後１週間 － 着手後１週間

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 完成後１週間 － 完成後１週間

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.6 0.6 0.6 0.6
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 13.5未満 13.5未満
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 10未満 10 10未満 10
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 100未満 100 100未満 100

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 10未満 10 10未満 10

油 分（㎎／Ｌ） 0.5未満 0.5 0.5未満 0.5
同左 同左

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 1未満 1 1未満 1

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.1未満 0.1 0.1未満 0.1

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） - - - -

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） - - - -

アンモニア、アンモニウム

0.5未満 0.5 0.5未満 0.5化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 変 更 前 変 更 後 廃 止 廃 止

65 65 65 65
種 類 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる

表面処理施設（Ｔ） 表面処理施設（Ｔ） 表面処理施設（Ｄ１） 表面処理施設（Ｄ２）

能 力 4,000枚／日 同左 4,000基盤／日 1.0㎥／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後１週間 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 完成後１週間 － 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 連続24時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.5 0.5 1.0 1.0
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 3～5 3～5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 930 1,050 930 1,050
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 1,300 1,450 1,300 1,450

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 33 40 33 40

油 分（㎎／Ｌ） 0.5以下 0.5 0.5以下 0.5
同左 同左

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 520 580 520 580

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.02以下 0.02 0.02以下 0.02

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） - - - -

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） - - - -

アンモニア、アンモニウム

100以下 100 100以下 100化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 廃 止 廃 止

65 65
種 類 酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる

表面処理施設（Ｍ１） 表面処理施設（Ｓ）

能 力 0.5㎥／日 4,000枚／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.5 0.5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 3～5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 930 1,050
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 1,300 1,450

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 33 40

油 分（㎎／Ｌ） 0.5以下 0.5
同左

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 520 580

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.02以下 0.02

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） - -

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） - -

アンモニア、アンモニウム

100以下 100化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 Ｎｏ．２工程排水処理施設 同左

種 類 工程排水処理 同左

構 造 鉄筋コンクリート、ＳＳ 同左

主 要 寸 法 Ｗ17,400mm×Ｌ14,600mm×Ｈ6,200mm 同左

能 力 792㎥／日 同左

処 理 の 方 法 同左
凝集沈殿、ｐＨ調整、バイオマイティー、
砂ろ過

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 工事着手後１週間

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後１週間

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（㎥／Ｌ） 464.8 548.2 464.8 548.2 462.9 546.4 462.9 546.4
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 6～9 6～9 6～8.5 6～8.5
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 20 20 12 20

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 20 20 12 20

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 250 250 14 20

油 分（mg／Ｌ） 5 5 5 5

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 10 10 8 10

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 5 5 1.4 2

Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 10 10 0.1以下 0.1 同左

Ｃｒ （mg／Ｌ） 0.05 0.05 0.05以下 0.056＋

ふっ素（mg／Ｌ） 4 8 4以下 8以下

ほう素（mg／Ｌ） 0.4 4 0.4 4

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） 2 3 2以下 3以下

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 2 2 2以下 2以下

アンモニア、アンモニウム

10 10 8 10化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ａ

変 更 前 変 更 後
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 3,752.4 5,051.0 3,750.5 5,049.2

ｐ Ｈ 6～8.5

ＢＯＤ（mg／Ｌ） 7 9

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 7 9

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 12 20

油 分（mg／Ｌ） 1 7

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 9 14

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.9 1.5

Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 0.1以下 0.1以下

Ｃｒ （mg／Ｌ） 0.005以下 0.005以下 同左6＋

全Ｃｒ（mg／Ｌ） 0.01以下 0.01以下

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） 0.3以下 0.3以下

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 1以下 1以下

ふっ素（mg／Ｌ） 2以下 5

ほう素（mg／Ｌ） 0.2 2

大腸菌群数 個／㎤ 3,000以下 3,000（ ）

アンモニア、アンモニウム

3 10化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 令和６年３月12日から同年４月２日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び瀬戸内市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
四
号 

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救

急
病
院
を
次
の
と
お
り
認
定
し
た
。 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

岡
山
博
愛
会
病
院 

２ 

所
在
地 

岡
山
市
中
区
江
崎
四
五
六
―
二 

二 

認
定
年
月
日 

令
和
六
年
三
月
九
日 

三 

認
定
の
有
効
期
限 

令
和
九
年
三
月
八
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
五
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

 

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

変
更
事
項 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

変
更
前 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

変
更
後 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

変
更
年
月
日 

コ
ス
モ
ス
薬
局 
下
の
町
店 

 
 

 
 

 
 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 

 
 
 

コ
ス
モ
ス
薬
局 

下
の
町
店 

 
 

 

コ
ス
モ
ス
調
剤
薬
局 

下
の
町
店 

 
 

令
和
五
年
十
月
一
日 

コ
ス
モ
ス
薬
局 

玉
島
爪
崎
店 

 
 

 
 

 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 

 
 
 

コ
ス
モ
ス
薬
局 

玉
島
爪
崎
店 

 
 

コ
ス
モ
ス
調
剤
薬
局 

玉
島
爪
崎
店 

 

令
和
五
年
十
月
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
三
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

真
庭
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
真

庭
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

真
庭
郡
新
庄
村
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新

庄
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
七
号 

 

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
県
岡
山
市
東
区
宝
伝
三
七
三
〇
ー
二 

 

豊
田 

次
郎 

岡
山
県
岡
山
市
東
区
久
々
井
一
五
五
八 

 
 

伊
加 

昭
一 

二 

加
入
区 

 
 

朝
日 

三 

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称 

 
 

朝
日
漁
業
協
同
組
合 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
二
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で 

五 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課 
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
八
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
委
任
し
た
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更

の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
名
称 

 
 

日
本
建
築
検
査
協
会
株
式
会
社 

二 

変
更
の
内
容 

 
 

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更 

 
 

構
造
判
定
部 

新
：
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
一
二
番
六
号 

旧
：
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
一
二
番
二
号 

三 

変
更
の
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
八
日 
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〔
一
一
九
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

事
業
主
体 

 
 

 
 

地 

区 

名      
 

 
 

工 
 

種 
 

 
 

 

完
了
年
月
日 

 

児
島
湾
土
地
改
良
区 

西
七
区
支
線
23
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
ん
が
い
排
水 

 
 

令
和
六
・ 

二
・
二
二 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

西
七
区
支
線
39
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
・ 

二
・
二
二 
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〔
一
二
〇
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

 

  

倉
敷
市
新
田
、
堀
南
、

笹
沖
、
上
富
井
、
中

島
及
び
黒
石
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
六
年
二
月
十
六
日 

終

了

年

月

日 
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〔
一
二
一
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

高
梁
市
松
原
町
松
岡

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
等
） 

測

量

の

種

類 

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日 

終

了

年

月

日 
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〔
一
二
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

小
田
郡
矢
掛
町
本
堀
字
日
置
六
二
六
番
六
、
小
田
字
室
一
三
五
五
番
一
二 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

小
田
郡
矢
掛
町
本
堀
六
二
六
番
地
の
一 

株
式
会
社
平
野
鐵
工
所 

代
表
取
締
役 

平
野 
泰
輔 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
五
九
号 
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〔
一
二
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

小
田
郡
矢
掛
町
本
堀
字
日
置
六
二
六
番
六
、
小
田
字
室
一
三
五
五
番
一
二 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

緑
地
、
消
防
の
用
に
供
す
る
貯
水
施
設 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

小
田
郡
矢
掛
町
本
堀
六
二
六
番
地
の
一 

株
式
会
社
平
野
鐵
工
所 

 
 

代
表
取
締
役 

平
野 

泰
輔 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
五
九
号 
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
二
号 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

 

大 
 

林 
 

裕 
 

一 

一 

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
〇
、
八
六
二 

二 

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八

十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十

万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
（
地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
場
合
を
除
く
。
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
九
二
、
八
八
六 

三 

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が

八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
） 

  

総

社

市 

井

原

市

・

小

田

郡 

笠

岡

市 

玉

野

市 

津
山
市
・
苫
田
郡
・

勝

田

郡 

倉

敷

市

・

都

窪

郡 

岡

山

市

南

区 

岡

山

市

東

区 

岡

山

市

中

区 

岡
山
市
北
区
・
加
賀
郡 

選 
 

挙 
 

区 

 

一
八
、
七
九
〇 

 

一
四
、
四
五
四 

 

一
二
、
八
九
五 

 

一
五
、
九
三
〇 

 

三
四
、
八
七
三 

一
三
三
、
八
一
六 

 

四
五
、
六
七
六 

 

二
五
、
七
四
五 

 

四
〇
、
〇
〇
九 

 

八
三
、
八
九
三 

数 

 

久

米

郡 

浅

口

市

・

浅

口

郡 

美

作

市

・

英

田

郡 

真

庭

市

・

真

庭

郡 

赤

磐

市 

瀬

戸

内

市 

備

前

市

・

和

気

郡 

新

見

市 

高

梁

市 

選 
 

挙 
 

区 

 

 

四
、
九
九
六 

 

一
二
、
四
四
二 

 

七
、
六
八
一 

 

一
二
、
一
三
九 

 

一
一
、
九
二
〇 

 

一
〇
、
二
四
八 

 

一
二
、
八
九
五 

 

七
、
七
七
七 

 

七
、
七
〇
六 

数 
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